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事故翌日朝のマテリアル正門前、中継車で一杯

Vヨ いそかんブ■グ
今日は正月に急逝した教え子のおつれあいを豊田 lt~見舞って帰り、この

事故をAllり ました。明日の新間にもう少し詳しい認写が出ると思いますの

で桑人が難測で蔦こ事を書くことは慢まねばなりません。

ただ、三壺マテリアルの位置関係や製造物の簡単な情報は私でも分かり

ますのでお知らせします。

(ばけた写真ですが、下のC)で囲んだところが磯津。マテリアルは鈴瀧

川河国の対岸、石原産業と最近満杯で開銀した三圏処分場の間に位置ヒノま

す。見ていただくと分かるように後背部には昭和四日市石油のタンクがす

ぐ近く|こ林立しています。最近、できたばかりでスクラップしたエポニッ

ク
基言イ繁3影ル鷲墨釜L暑ふ蓋ワ菖ユ等ししは環Ъi+3日 CI→HSiC13+
日7 ケイ素の粉末 |こ 300℃で塩素を吹き付け、高純度の多結晶ケイ素
(商品名シリコクロ回ホルム)というシリコン半導体等に使うものを製造
しているところだと思います。クロL~Jシランは沸点が31.8℃ですから、

水反応可燃性物賞、つまり水と接触すると大変危険なものです。
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